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論文内容の要旨
本論文は，昭和24年から現在まで行なった紫外および赤外領域の放射の有効適切な利用と測定技術
の改良に関連する研究をまとめたもので， 4 章に分類しである。
第 1 章は，用途に最適の分光放射特性をもっ光源の開発を意図して目標の分光分布を達成する実用
的な紫外線制御の方法を研究したものである。結果として紫外線を選択的に吸収する無機物微粒子の
薄層を内蔵させた無紫外線蛍光ランプおよび無紫外線水銀ランプ，紫外から可視領域にわたり屋外の
昼光と近似した分光分布をもっ太陽蛍光ランプ，作業や生活の照明と健康維持に必要な適量のドルノー
線の自動的な投与が同時に行なえる安全な健康照明用の白色蛍光ランプ(日照灯)，稲作害虫に対し従
来の青色誘蛾灯の 2 倍以上の誘引力をもっ誘虫用蛍光ランプを開発して製品化した。短波長殺菌ラン
プ。の波長185nm線の放射効率を高くする点灯条件の解明を試みた。
第 2 章は，殺菌灯台よび健康灯の応用面開発の研究で，殺菌紫外線の効果的な照射や応用装置設計
の基礎となる殺菌効果試験や放射測定の実施と解析，灯数計算式の設定などを行ない，これらを技術
資料にまとめて発表した。
養鶏に対しドルノー線や殺菌紫外線照射をした場合の産卵や育成への効果や最適照射条件を実験的
に検討し，生物産業面における紫外線利用技術導入の布石とした。
第 3 章は，紫外線測定技術の改良研究で，エネルギー感度を自動補正する自記紫外分光放射計を試
作して光源の開発や特性改善の促進に寄与し，小形の紫外線放射計を開発して現場の照射条件の適確
な把握を容易にした。
放射計受光器の方向感度特性の新しい評価方式を提唱してこの特性の改善策を検討し，優れた角補
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正効果が得られる紫外線用拡散透過窓材(石英焼結体)を開発した。
実用紫外標準放射源の検討や開発を行なったo
第 4 章では，赤外線放射温度計の研究試作で，熱電素子を応用した恒温式検知器室と反射性セクタ
との組み合せで PbS 放射温度計の可測温度の引下げを実現し，同様な機構を採り入れた常温域用放
射温度計(-70~+900C域用)を試作して，常温試料の赤外放射率測定などを試みた。
シリコン・フォトトランジスタを検知器に使った高温域用の簡易形放射温度計を製造工程の温度監
視用に試作した。視野角0.50 程度，最低可測温度約400 0C である。
これらは光源の開発，製造および応用面に役立つた。
論文の審査結果の要旨
本論文は，紫外がよび赤外領域の放射の有効適切な利用と測定技術の改良を纏めたものである。
まず，紫外領域で，無紫外線蛍光ランプ，無紫外線水銀ランプ，紫外から可視領域にわたり昼光と
近似した分光分布をもっ太陽蛍光ランプ，適量のドルノー線の自動的投与の行える健康照明用の白色
蛍光ランプ，強力な誘虫用蛍光ランフ。の研究開発を行った。
次に，殺菌紫外線の効果的な照射および応用装置設計の基礎となる殺菌効果試験と放身j測定の実施
ならびに解析を行なった。
更に自記紫外分光放射計を試作し，紫外線光源の特性改善に役立てている。
最後に赤外線放射温度計を研究試作し，常温域用放射計を完成し，実用している。
これらの結果は，紫外領域および赤外領域の放射の測定と応用に対して工学上および工業上寄与す
るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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